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[左]1998年、東京都23区内で
宮本が初めて見た運命のタヌ
キ。この時の遭遇からもう10
年以上も経ってしまいました。
(東京都世田谷区)

[右]書籍「タヌキたちのびっく
り東京生活」(技術評論社)。撮
影地は練馬区、西東京市、武蔵
野市が接する千川上水の遊歩
道。ここは23区の最高標高地
点のひとつである。
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[左]謎の節足動物の
断片。モグラの前足
にも似ているが、大
きさは数mmほどな
ので、その可能性は
ない。定規の目盛は
0.5mm。
[右]他にも多数見つ
かった断片(一部)。
タヌキはいったい何
匹のケラを食べたの
だろうか。
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[1]東京駅
[2]皇居東御苑
[3]椿山荘
[4]石神井公園
[5]玉川上水
[6]新宿

1日がかりの長時間ツアーに
なります。観光バス・自動
車向きの経路なので、残念
ながら電車・路線バスでは
効率が悪いです。

1
2

3

4

5
6
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[左]ビニールラップ
[右上]ピーナッツ
[右下]ブドウの種
フンの採集は2008年9月、杉並区。
定規の目盛はいずれも1mm。ちなみ
に2009年3月号で紹介したケラの脚
も同じためフンから出てきた物。
写真のピーナッツのように、フンの中
では変色してしまうことはよくある。
フンの内容物は乾燥して保存をしてあ
る。そうしないと長期保存が難しいか
らだが、中には干からびて原形をとど
めないこともある。
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どちらの画像も撮影は
2006年7月で、同じ個
体。7月下旬なので成獣
に近い大きさになってい
ますが、毛が短いことが
よくわかります。見た目
はまるで子犬です。
6月ごろの子どもは、も
うちょっとコロコロした
感じですが、体の模様は
タヌキそのものです。



The Tokyo Tanuki Times 2009.7

�S�<�^�œ�x���Ô�‹
ò�ƒ�\

�y�»�È�©�
�o�p�x�.�Ý���U�p�V�•

�y�z�f�•�g�•�w
Q�¨�•�æ�ˆ�w�§�M�U

�Ì�’�T�t�s�“�z�M�–�M�–�s�\�q�U�˜

�T�”�p�`�•�O�{�q�\�–�U�z�x�‘�w�»

�È�©�›�_
ü�Z�”�w�x�q�o�‹�É�`�M�‹

�w�p�b�{�x�.�Ý���›�b�”�t�x�.�w�Û

�7�w�§�M�t�«�è�b�”�w�U�°
j�p�b

�U�z�x�l�V�“�q�`�h�§�M�x�s�T�s�T

�_�m�T�’�s�M�‹�w�p�b�{�`�T�‹�
�o

�x�h�M�o�M�÷�z�Ù�n�X�w�‹�É�`�M�w

�p�I
æ�‡�p�a�l�X�“�_�”�\�q�x�p�V

�‡�d�œ�{�^�’�t�z�Y�ß�q�F�ß�p�x�¹

	Å�U�T�s�“�!�˜�”�h�Š�z�‡�b�‡�b�Ý

���x�É�`�X�s�“�‡�b�{

�y�f�œ�s�¤�p�‹�«�Ž�$�t�x�.�Ý���U

�p�V�”�\�q�U�K�“�‡�b�{

�Õ	��U�_�Q�h�‚�•

�y�b�å�w�F�z�f�˜�N�����à�m	t�p�»�È

�©�›�
�o� �̀o�M�h�²�x�z�K�”�»�È�©

�w�ì
ò�t	–�^�s���M�Û�7�U�K�”�w�›


C�_�`�‡�`�h�{�‰�M	Ô	t�p�‹�x�l�V

�“�q�_�Q�z�ß�w�°
æ�U���X�s�l�o�M

�”�w�p�x�s�^�f�O�p�b�{�»�È�©�U�Ù

�n�M�h�Ì�z�²�x�f�w�Û�7�›�w�g�V�\

�œ�p�ˆ�‡�`�h�{�®�œ�œ�œ�•�y���w�x

�Õ	���� �¯�y�\�w�»�È�©�x� �­�o�¤�w


��z�Õ	��U�_�Q�”�q�M�O�\�q�x�®�S

�<�^�œ�¯�s�w�p�b�‚

�y�Õ	��t�x� �r�‹�h�j�U�u�M�m�X�h

�Š�z�ß�U
,�X�s�l�o�Õ	��U�_�Q�”�‘

�O�t�s�”�w�p�`�•�O�{�»�È�©�‹� �È

�q�‰�a�X�‹�l�q�h�X�^�œ�w�Õ	��U�K

�”�x�c�p�b�U�z�°
j�™�M�w�Õ	��x�‘

�X�_�Q�”�‘�O�p�b�{

�y�S�<�^�œ�U�x�l�V�“�q
Q���p�V�”

�‘�O�t�s�l�h�A�L�z	ý�h�t�˜�T�l�h

�\�q�U�K�“�‡�`�h�{�S�<�^�œ�x� �r

�‹�w�.�›�s�Š�”�7� �U�h�|�h�|�
�o

�^�•�‡�`�h�{�°�M�z�S
Õ�^�œ�x�„�q

�œ�r�Ÿ�›�q�`�‡�d�œ�p�`�h�{�\�w	Ô

	t�x�É�¯�w�¤�±	Ô�p�‹�K�“�z�»�È�©

�°�H�U�‘�X�q�•�h�w�p�b�U�z�S�<�^

�œ�x�T�s�“�{�œ�z�œ�t�Ÿ�›�_�d�o�M

�‡�`�h�{�r�O�‹� �­�o�¤�x�T�s�“�.

�—�›�–�O�’�`�X�z�S�s�T�›�b�T� �̀o

�M�”�w�p�x�s�M�i�–�O�T�z�q�²�x
*

���`�‡�`�h�{

�x�.�Ý���x�7	O�A�]�J

�y�»�È�©�x�x�.�Ý���i�Z�p�s�X
Q��

�w�à���b�’���É�p�b�{�S�<�^�œ�U
Q

���p�V�”�i�Z�p�‹�»�È�©�
�o�t�x�G

�V�s
²
��p�b�{�h�i�`�z� �­�o�U	4

�˜�l�o	3�t�s�”�q�Y�ß�U	ó�|�o�X�”

�w�p�Õ	��‹�_�Q�s�X�s�l�o�`�‡�M�‡

�b�{�S�<�^�œ�i�q
Q���p�V�”�w�x�F

�v���s�w�p�b�{

�y�x�.�Ý���x�f�˜�»�È�©�Z�€�w�7	O

�A�]�J�w�{�q�m�p�b�{�h�i�z�f�w�h

�Š�t�x�Õ�8���†��� �̀o�
�o�p�V�”	Ô

	t�‹
ž�A�p�b�{�’�æ�s�U�’�����à�t�x

�f�w�‘�O�s	Ô	t�x�s�T�s�T�s�M�w�U

�î	Ø�p�b�{

The Tokyo Tanuki Times
���������å���D�ø�y�è�è���ø�y�–�D���Ô
C�æ�y�ê�¡�Á�‰�f�˜�»�È�©�»� �Ü�¶


y�Ú�$	B�•�v�Š�S�‚�y
C�æ�•�f�˜�»�È�©�s�U�B�‚���U�P�L�Z�P�U�B�O�V�L�J���K�Q�˜�.�*�:�"�.�0�5�0���5�B�L�V�N�J�
��������

�f�˜�N�S�‘�|	*�%�•�¬�w�»�È�©

	Ø�C�›	B�Š�o�M�‡�b�{

�I�U�U�Q�������U�P�L�Z�P�U�B�O�V�L�J���K�Q

�»�È�©�w�x�.�Ý���x�q�o�‹�É�`�M

スポンサー枠
�µ�Ù�ï�±�”�7	B�¤�p�b�‚

矢印の指す黒い点が
乳首。撮影はいずれ
も東京都23区内の同
じ場所。2007年の
「お母さん」は体色
がかなり黒く、2008
年とは別個体である
のは間違いない(掲載
の画像はコントラス
トを調整しているた
め、明暗は実際と異
なる)。2007年7月撮影 2008年7月撮影
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豪雨の後、再び姿を現したお母さ
ん。雨にぬれて毛がけば立ってい
る。ぬれていなくても、夏毛の成
獣は毛がぼさぼさした感じになっ
ているので、短毛の幼獣と見分け
ることができる。
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左がこれまでのビデオカ
メラの映像、右が新しい
ビデオカメラの映像(いず
れも2009年8月撮影)。
実際には新しいビデオカ
メラ映像の方が画素数が
多く、細部もよりはっき
りと見える。
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左＝フンの中やためフン
場から回収したカキノキ
の種子。しわがあるのは
水洗い後に乾燥させたた
め。
右＝ためフンの写真。訪
れる頭数が少ないので、
大きなためフン場にはな
らない。茶色に見えるの
がカキノキの種子。
(2008年撮影)
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左＝エノキタケ、右＝スライス
されたシイタケ。どちらも黒
く、干からびているが、これは
乾燥させたため。しっかり乾燥
させないと、カビが生えて後で
大変なことになるのだ。フンか
ら出てきた時、エノキタケはや
や黒ずんではいたが、明らかに
それとわかる形状だった。
採集地は東京都中野区。
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[写真左]暗闇に黒ネコでわかり
にくいが、画面右方向をじっ
と見ている。こういう場合、
その方向にタヌキがいる。　
[写真右]食事に夢中になって、
気がついたらタヌキがすぐ後
ろにまで迫ってきていた！　
ネコはあわてて逃走、タヌキ
はネコエサにありついた。セ
ンサーも役に立たないことが
ある(手前左が黒ネコです)。


